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の π電子の関与する吸収帯のすべてをしらべることができる。結果を要約すると，次の 3 点となる。
( 1 )アニリン， N-メチノレアニリンのいずれのばあいにも，吸収帯が各々短波長にシフトする。吸
着によって消失する吸収帯もあって，スペク卜 jレ全体のようすがト jレエン(気体)やエチルベンゼン
(気体)のものによく似てくる。
( 2 )アニリン， N-メチノレアニリンで 230，--，240 mμ にみられる分子内電荷移動 (CT) 吸収帯はと
くに興味ある挙動を示す口吸着アニリンでは，この吸収帯は 218mμ にシフトしているが，その性質
は分子内電荷移動吸収帯の性質が小さくなって，ベンゼン環内の local1y excited 電子配置からの寄与
を大きくうけていると考えられる。 N-メチノレアニリンでは，分子内電荷移動吸収帯は完全に消失し
ている。











の原因は N 原子の不対電子の一部が塩化アノレミニウムの表面(おそらく A1 原子の空の Sp3・軌道と
思われる)に移るためであろう。
N 原子と A1 原子との聞に電荷移動を考えて，アミノ基のイオン化ポテンシャル増加を説明でき
るかについても，計算を試みる D
N，N-ジメチノレアニリンの場合には，アニリンや N-メチノレアニリンの場合と異なって， 吸着コンプ





た。その際，可視部から真空紫外部 (150 mμ) までの広範囲の波長領域の測定を行ない，乙の種の研
究ではじめてそのスペクトノレを気相におけるものと比較し，結論を導いた凸












移り， N 原子が多少正電荷を帯びることを意味する。他方，これは塩化アノレミニウムの Lewis 酸的
性質を支持し，触媒化学者が従来推定しているように， A1 原子が電子受容体となるという結論と一
致する。さらに， N-A1 相互作用について定量的計算を行なった結果もこの結論と矛盾しない。
つぎに，佐藤君は N・N ジメチノレアニリンについても，吸着の際の吸収スペクトノレの測定を企てた
が，この物質は化学反応を起し，青色となり，さらに空気の存在下では緑色を経て紫色となることを
見出した。とれを調べた所，クリスタノレバイオレットである乙とが示された。乙れは乙の分子のイオ
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ン化電位が小さいため，酸化されやすい性質にもとづくためと推定した白
以上を要するに，アニリンとそのメチル誘導体の吸収スペクトノレをはじめて真空紫外部にまで広げ
て測定し，その結果から電荷移動が吸着物質たる塩化アノレミニウムにおこる乙とを示し，後者の
Lewis 酸的特性を理論的に証明した。
以上の研究は，このように吸着状態について新知見を与えると共に，実験上では真空紫外スペクト
ノレの測定，理論上では分子軌道法の適用など，研究方法的に新しく，また，興味ある点が多い。よっ
て佐藤君の論文は，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める口
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